
広報

人　口
5,955人 （前月比＋21）

世帯数
2,552世帯（前月比＋18）

3,077人 （前月比＋18）男
2,878人 （前月比＋3）女

木曽岬町の人口と世帯数
9月1日現在 登録は簡単で、どこにいても町の

情報が確認できます。
【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス
主な内容
主な内容
防災フェア
価格高騰重点支援給付金
全日本選手権入賞

町民体育祭のお知らせ
キッズレクリエーション
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オータムフェスタ2023オータムフェスタ2023オータムフェスタ2023オータムフェスタ2023
日本一どでカボチャ大会第７回三重県大会優　勝　　伊藤　好博　360.0㎏
準優勝　　伊藤　正幸　321.0㎏
３　位　　伊藤喜美子　320.5㎏

日本長ひょうたん競技会第７回三重県大会長さの部　水谷　正一　287.9cm
アートの部　最優秀賞　水谷　正一

【どでカボチャ観察記の発表】（小学3年生）

【仮装大会の様子】

【こども園年長の子たちの歌と踊り】
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　9月9日（土）役場庁舎前駐車場を会場に“第8回 KISOSAKIオータムフェスタ2023”が
開催されました。今年はコロナウイルス感染症対策も緩和され、以前の活気が戻ってきたよう
に感じられました。
　ステージでは、櫻華太鼓のド派手な演奏を皮切りに、小学3年生の児童が自分たちで育てた“ど
でカボチャ観察記”の発表や、こども園の年長の子たちの歌や踊りと続きました。また、同時
に“日本一どでカボチャ大会第7回三重県大会”と“日本長ひょうたん競技会第7回三重県大会”
が開催され、会場内ではカボチャのあまりの大きさに驚きの声が上がっていました。
　会場では、かぼちゃのデコレーションやかぼちゃのわなげの他に多くの飲食店やグッズ販売、
ゲーム体験などの出店が並び、来場者で大いに賑
わいました。
　仮装大会は子どもから大人まで、たくさんの個
性豊かな仮装をステージで披露され、会場を大い
に沸かせました。
　会場が暗くなってくると弾き語りやバンド演奏
が会場を盛り上げ、会場は最高潮のまま、フィナ
ーレとなりました。

第8回 KISOSAKIKISOSAKIKISOSAKIKISOSAKI

【木曽岬櫻華太鼓・若櫻太鼓】 【かぼちゃのわなげ】
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ご長寿のお祝いご長寿のお祝い
～令和５年度 敬老会～

　9月2日（土）、町民ホールにおいて長寿をお祝いする敬老会が開催されました。今回の敬老会で
は70歳以上（1,670人）の方々にご案内させていただきました。
　町長のあいさつにはじまり、ご臨席賜りました来賓の方から長寿のお祝いの言葉をいただいた後、
ご来場の方々を代表して老人クラブ連合の伊藤敏一会長より謝辞が述べられ、第一部の祝賀式を終
えました。
　第二部では、フラ・マヒナ木曽岬ピキさんによるフ
ラダンスをはじめ、津軽三味線や漫才、ものまねショ
ーなどのアトラクションが行われ、会場内の皆さんが
和やかで楽しいひとときを過ごされました。
　今後も皆さんのご多幸と
ご健勝を心よりお祈り申し
上げます。

　今年度百歳の誕生日を迎えられる方に対して、内閣
総理大臣より表彰がありましたので、町長がご本人を
訪問し表彰状と記念品を伝達しました。
　おめでとうございます。

令和５年度87歳以上年齢別・性別集計表

年　齢

105 歳
103 歳

99 歳
98 歳
97 歳
96 歳
95 歳
94 歳
93 歳
92 歳
91 歳
90 歳
89 歳
88 歳
87 歳

1 人
2 人
2 人
4 人
1 人
6 人
5 人
1 人
4 人

12 人
6 人

15 人
18 人
17 人
13 人

107 人

1 人
2 人
2 人
5 人
1 人
7 人
7 人
3 人
9 人

14 人
15 人
20 人
26 人
27 人
24 人

163 人

1 人

1 人
2 人
2 人
5 人
2 人
9 人
5 人
8 人

10 人
11 人
56 人計

男　性 女　性 計

※87歳の人数は、来年の4月1日までに米寿を迎えられる
　方を集計しております。

（令和5年8月1日現在）
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祝100歳！！祝100歳！！
伊藤 志づ子さん
内閣総理大臣表彰

伊藤　志づ子 様
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を開催しました

　9月３日（日）、役場において防災フェア2023を開催しました。
　このイベントは、近い将来予測される南海トラフ地震や超大型台風への備えとして、自らの身の
安全は自ら守る「自助」と、地域の安全は皆で守る「共助」に取り組む必要があるため、官民一体
となり防災に関する知識や体験を通して、町民の皆さんの自助力・共助力を高めていただく催しです。
　出展の部では、15の防災関係機関のご協力により、防災に関するパネル展示や警察車両・はし
ご車などの展示のほか、様々な防災体験
のブースを出展いただきました。
　また、講演の部では、津地方気象台の
竹内氏を講師にお招きし、「防災気象情
報の活用」をテーマについてご講演いた
だきました。
　10月も台風の襲来が予想されますの
で、気象情報や避難先等の情報収集と非
常持出袋等の準備を日頃から習慣づけ、
災害に備えましょう。

防災フェア防災フェア防災フェア
２０２３
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きそさき
INFORMATION

困ったら　一人で悩まず　行政相談
行政相談週間　１０月１６日（月）～２２日（日）

　「行政相談」ってご存じですか？
　「行政相談」とは、国やＮＴＴなどの特殊法人等の仕事について、みなさんから苦情や意見、要望を
お聞きし、その解決の促進を図る制度です。
　総務省では、この行政相談制度をみなさんにもっとよく知っていただき、利用していただくため、10
月16日（月）から22日（日）までの一週間を「行政相談週間」として、全国的にいろいろな行事を行います。
　この週間にちなんで、当町でも、次のとおり「行政相談所」を開設します。
　年金、保険、税金、登記、道路、福祉など役所の仕事について、お気軽にご相談ください（下記参照）。

　物価高騰の影響を受け、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯に価格高騰重点支援給付金を支
給します。対象となる可能性がある世帯へ7月下旬に案内を送付しておりますが、案内を送付していな
い世帯であっても基準日（令和5年6月1日）以降に税申告等により世帯全員の令和5年度住民税が非課
税となった場合は給付の対象となる可能性がありますので、福祉健康課にご相談ください。

　「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している民間有識者で、みなさんの身近な相談相手です。ご
相談は無料で、相談者の秘密は固く守ります。
　なお、当日ご都合の悪い方は、次のところで行政相談に応じていますので、ご利用ください。

●と　　　き／ 10月25日（水）　午前9時～午前11時30分
●と　こ　ろ／木曽岬町福祉・教育センター
●相談担当者／行政相談委員　内田　義英
●問 合 せ 先／総務政策課　☎68－6100

〒514-0033　津市丸之内26-8　津合同庁舎3階

（注）１．土・日・祝日・上記以外の時間帯は留守番電話で対応します。
　　２．ご相談のお電話は、相談内容の正確な把握のため、録音させていただいています。

総務省　三重行政監視行政相談センター　行政監視行政相談課

059－227－1100
平日　午前8時30分～午後5時15分

価格高騰重点支援給付金
について

●対象世帯／住民税非課税世帯
　　　　　　（基準日時点で木曽岬町の住民基本台帳に登録されており、世帯員全員の令和5年度
　　　　　　住民税均等割が非課税の世帯※ただし、住民税が課税されている者の扶養親族等の
　　　　　　みからなる世帯は除きます。）
●給 付 額／ 1世帯あたり3万円
●提出期限／ 10月31日（火）　　　　●問合せ先／福祉健康課（☎68－6104）
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歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ歯にやさしいおやつ作り教室のお知らせ

料理教室のお知らせ料理教室のお知らせ料理教室のお知らせ料理教室のお知らせ
ヘルスメイト（食生活改善推進協議会）による

●日　　時／ 10月24日（火）　午前9時30分～午後1時
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対　　象／木曽岬町にお住まいの方
●定　　員／先着順　20名（当日託児あり）
　　　　　　※託児は生後10 ヶ月以上　先着6名まで
　　　　　　　（オムツ、ミルクが必要な場合は持参してください）
　　　　　　　託児時間　午前9時30分～正午
●参 加 費／ 300円
●持 ち 物／エプロン、三角巾、ふきん2枚
　　　　　　＊お持ち帰りされる方は、保存容器や保冷剤などをお持ちください。
●申込方法／ 10月2日（月）～ 10月16日（月）
　　　　　　保健センター窓口もしくはお電話（68－6119）でお申し込みください
●テ ー マ／上手に油をとろう 
●メニュー／押し麦ごはん、薄切り肉でロール酢豚、ほうれん草の簡単白和え、
　　　　　　れんこんとひじきのカレー金平、いろいろきのこと豆腐団子のスープ、甘酒プリン
●問合せ先／木曽岬町保健センター　☎68－6119
　　　　　　事務担当：管理栄養士

●日　　時／ 10月27日（金） ①午前10時～午前10時45分
 ②午前10時45分～午前11時30分
 ＊2部制で行います。
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対 象 者／木曽岬町にお住まいの未就園児とその保護者
●定　　員／ 10組20名
●実施内容／ミニ講話「噛むことの大切さ」と簡単な調理、試食、レシピ紹介
　　　　　　＊調理したものはお持ち帰りしていただきます
●レ シ ピ／さつまいもごはん、いもようかん
　　　　　　＊3大アレルゲン「卵・小麦・乳」不使用
●持 ち 物／筆記用具、エプロン、三角巾、ふきん（2枚）、保存容器、
　　　　　　保冷剤
●参 加 費／ 1組200円
●受付期間／ 10月2日（月）～ 10月20日（金）
　　　　　　（先着順で受付け、定員になり次第締め切ります）
●申込方法／木曽岬町保健センター窓口もしくはお電話（68－6119）
　　　　　　まで
　　　　　　木曽岬町子育てサロンでもお申込み受付けしております。
※都合により中止、または内容を変更する場合があります。

　今回は「さつまいも」を
テーマに、簡単なレシピを
ご紹介します。
　料理だけでなく「美味し
いさつまいもの見極め方」
や「さつまいもの保存方
法」など、さつまいもに関
する豆知識もお伝えしま
す。皆さまのご参加、お待
ちしております。
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近
年
、
河
川
や
海
岸
に
は
、
不
法
投
棄
、

漂
着
ゴ
ミ
、
河
川
・
海
岸
を
利
用
し
た
後

の
置
き
去
り
ゴ
ミ
等
が
増
加
し
、
周
辺
住

環
境
等
の
悪
化
を
招
く
と
と
も
に
、
水
質

悪
化
や
生
き
物
へ
の
影
響
が　
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
沿
川
市
町

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
、
ゴ
ミ
を
拾
う

と
い
う
環
境
美
化
活
動
を
通
じ
、
環
境
問

題
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
活
動
す
る
こ
と

で
地
域
連
携
に
よ
る
「
協
働
管
理
」
を
推

進
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
１０
月
２２
日（
日
）

　
午
前
８
時
か
ら
１
時
間
程
度

　
（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所

　
木
曽
川
左
岸

　
（
源
緑
排
水
機
場
付
近
・
木
曽
川
グ
ラ

　
ン
ド
）

●
実
施
内
容

　
河
川
美
化
活
動
（
清
掃
活
動
）

●
そ  

の  

他

　
活
動
し
や
す
い
服
装
で
現
地
集
合
、
安

　
全
確
保
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
建
設
課　
☎
６
８
│
６
１
０
６

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
参
加
者
募
集
！！

〜
み
ん
な
で
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

美
し
い
水
辺
を
と
り
戻
す
活
動
〜

　
農
作
業
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ふ
れ
あ
い
と
余
暇
を
楽
し
む
場
と
し

て
、
町
で
は
ふ
れ
あ
い
農
園
（
貸
し
農
園
）

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ふ
れ
あ
い
農
園
に
お
い
て

空
き
区
画
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
募

集
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

●
募
集
区
画
数

　
１
区
画
３０
平
方
メ
ー
ト
ル

●
利  

用  

料

　
年
間　
６
，
０
０
０
円

　
（
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
は
月
割
）

●
利
用
（
契
約
）
期
間

　
契
約
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
３１
日

●
農
園
の
場
所

　
木
曽
岬
町
大
字
源
緑
輪
中
１
５
７
４
番

　
地

●
申
込
み
受
付
期
限

　
先
着
順
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
（
空
き
区
画
が
無
く
な
り
次
第
、
募
集

　
を
終
了
し
ま
す
。）

●
利
用
資
格

　
町
内
在
住
者
・
町
内
在
勤
者

●
申
込
・
問
合
せ
先

　
産
業
課　
☎
６
８
│
６
１
０
５

ふ
れ
あ
い
農
園
（
貸
し
農

園
）
利
用
者
募
集
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令和５年度三重県太陽光発電設備等設置費（個人向け）
補助金の募集を開始します！

令和５年度三重県太陽光発電設備等設置費（個人向け）
補助金の募集を開始します！

　脱炭素社会の実現に向け、自家消費型太陽光発電設備の導入促進を図るため、住民の方が太陽光発電設備及
び蓄電池（以下「太陽光発電設備」という。）を導入するために必要な経費の一部を補助する補助事業の募集
を開始します。

☆補助対象者
　木曽岬町内で自ら所有し居住する住宅の屋根等に太陽
　光発電設備を設置する者で、以下の要件を満たすこと
　○発電した電力量の30パーセント以上を当該住宅に
　　おいて自ら消費する者であること
　○再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別
　　措置法に基づくFIT又はFIP制度の認定を取得しな
　　い者であること　
☆補助金額
　①太陽光発電設備：7万円／1kWあたり（※上限10kW）
　②蓄　　電　　池：蓄電池の価格（工事費込み・税抜き）
　　　　　　　　　　　　の1／3（※上限10kW）
※蓄電池は、15.5万円／1kWh以下（工事費込み・税抜き）
　で、かつ太陽光発電設備と同時に設置する場合に限り
　ます。
※中古品、リース品は対象となりません。（①、②共通）

☆募集期間
　10月23日（月）～11月6日（月）まで

※受付は、令和6年1月31日（水）までに事業が完了で
　きるものに限ります。
※予算の範囲を超えた場合は、募集期間中であっても終
　了します。
※予算額には限りがあり、対象者であっても満額交付さ
　れない場合があります。
※その他の詳細は町ＨＰをご確認頂くか、住民課へお問
　合せください。

☆お問い合わせ先
　住民課　☎68－6103
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大会結果報告

令和５年度町長杯ソフトボール大会結果報告令和５年度町長杯ソフトボール大会結果報告

　7月1日（土）から2日（日）にかけて大阪府・堺市にある大泉緑地サイクルどろんこ広場で開催され
た「第40回全日本自転車競技選手権-BMXレーシング」の男子15 ～ 16歳の部に出場し見事入賞し
た梶野哲平さん（木曽岬中学校3年）が8月17日（木）に役場に加藤町長を訪ね、入賞報告をしました。
　梶野さんは今大会で3位入賞されたことにより、
来年にロックヒル（アメリカ）にて開催される世界
選手権に出場されます。梶野さんから「来年の世界
選手権の舞台で決勝に残れるよう頑張りたい！」と
これからの目標を力強く語ってくれました。
　今回の入賞に対し、加藤町長からはスポーツ優秀
賞として賞状と記念品が授与されました。
　「木曽岬町から世界へ」更なる飛躍を期待してい
ます！

　9月10日（日）に鍋田川グラウンドを会場として“町長杯
ソフトボール大会”が開催されました。
　町長杯ソフトボール大会は、新型コロナの影響で令和3年
度から中止しており、本年度も感染者数が増えてきている状
況を踏まえ感染対策を講じて開催しました。当日は町内外か
ら5チームが参加し、まだ暑さが残る秋空のもと白熱した試
合が繰り広げられました。決勝戦は「K’s」vs「藤栄」の町
内チームの対戦となり、強打を誇った「藤栄」が13－4で
優勝の栄冠に輝きました。
　試合後は、互いの健闘を讃え合う光景も
見られ、ソフトボールを通じた交流が深め
られました。

教育委員会
☎68-1617

問合せ先

第40回全日本自転車競技選手権-BMXレーシングで
3位入賞！！

第40回全日本自転車競技選手権-BMXレーシングで
3位入賞！！

梶野哲平さん（木曽岬中学校３年生）
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27 1
6 14 12 4

15 6

13 4

優 勝

3 位

【試合結果】
優勝：藤栄　準優勝：K’s　第３位：廣洋実業

★本大会は年々参加チームが減少しています。
　大会を盛り上げていくためにも、１チームでも多くの参加をお
　待ちしています。

優勝した藤栄チーム優勝した藤栄チーム
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　町体育館の音響設備については経年劣化により音質
が悪く、マイクでの館内放送も聞き取りにくい状況に
ありました。町体育館は小学校の体育館としても使用
しており、毎年入学式や卒業式などの式典のほか、６
年生を送る会や観劇会などでも使用することから、夏
休み期間中に機器を更新しました。これによりCDな
どの音楽やマイクでの館内放送がクリアに聞こえるよ
うになり、早速小学校において夏休み明けの２学期の
始業式から使用を開始し
ました。
　教育委員会では、今後
も必要に応じ施設の改修
や機器の更新を行ってい
きます。

町体育館の　　　　　を更新しました音響設備

「令和５年度全国学力・学習状況調査」の結果から
　この調査は、小学校６年生・中学校３年生を対象に、学力及び学校生活や家庭生活の様子を把握し、今後の
学習や生活の改善に必要な取り組みを検証していくために実施されているものです。今年度は国語・算数（数
学）に加え中学校で英語が実施されました。（実施日：４月18日（火））
　木曽岬町では、中学校国語で全国の平均正答率を上回りましたが、他教科については下回る結果となりまし
た。国語では、自分の考えをまとめたり読み取った内容を要約したりすることに、算数（数学）では、事柄に
対して立式をしたり自分の考えをまとめて記述したりすることに、英語では、読み取った文章から判断し表現
することに課題が見られました。今回の結果を踏まえ、見えてきた課題について指導改善を進めていきます。

◎今後の取り組みについて
① 継続的な授業改善の推進
•子どもたちの『分からないこと』をそのままにしないよう、毎時間の授業や単元末等で児童生徒の理解度を
　把握し、一人ひとりに応じて支援をするとともに、授業改善に取り組みます。

③ 「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン」の推進
•子どもたちの家庭学習や読書時間等の状況を把握しながら、今後も子どもたちへの支援を継続していきます。

② タブレット端末を有効活用した授業づくりの推進
•デジタルドリルなどを活用しながら、子どもたちの学習の定着を図っていきます。
•子どもたちが自分の考えをまとめ、班や学級で交流し深め合うために、授業の中でタブレット端末を意図的
　に活用していきます。

：全国平均を上回ったもの

：全国平均を下回ったもの

木 曽 岬 町
国 語

67.2
67

62.5

69.8 51.0

62

69 51
45.6
45

算数・数学 英 語

木 曽 岬 町

小学校６年生

中学校３年生

三 重 県

三 重 県

全国（公立）

全国（公立）
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　8月27日（日）午前９時から小学校ふれあいホールにおいて、子ども未来塾の体験活動支援事業の
一環として「坐禅体験会」を開催しました。坐禅は心を落ち着かせることで自分を見つめ直したり集
中力を高めるといった効果の他、背筋を伸ばすことで姿勢を正す効果も期待できます。初めに源盛院
の内田英治副住職から坐禅の組み方の
説明を受けた後、参加者は３回に分け
て心静かに坐禅に取り組みました。
　子ども未来塾では、今後も地域の皆
様とともに子ども達にさまざまな体験
活動や学習支援をしていきますのでご
協力をお願いします。

令和5年度子ども未来塾体験活動支援事業
「坐禅体験会」開催

　教育委員の宮崎佐和氏が本年9月30日に任期が満了
し退任することとなり、その後任に四谷玲美氏が就任す
ることで、先の９月町議会定例会において議会の同意が
されました。
　宮崎氏におかれましては、平成28年10月に教育委
員に就任され、任期中には保護者の立場から子どもたち
の学習環境の整備、学校教育の充実にご尽力いただきま

した。また、新たに就任されました四谷氏は、小学生、
中学生の保護者であり、小学校PTA活動を通して、子
ども達の健全育成のため学校教育活動に対して熱心に取
り組まれるなど、教育・文化の分野にも高い関心をお持
ちの方です。
　なお、四谷氏の就任に伴い、現在の教育委員は以下の
４名となります。

教育委員の退任・就任についてのお知らせ

●白木　　修 （任期 令和3年10月1日～令和7年9月30日） ●大橋　洋平 （任期 令和4年10月1日～令和8年9月30日）
●伊藤　隆之 （任期 令和2年10月1日～令和6年9月30日） ●四谷　玲美 （任期 令和5年10月1日～令和9年9月30日）

　平成28年10月より教育委員として木曽岬町の教
育行政に携わらせていただき、とても良い経験になり
ました。今後も充実した教育の中で子どもたちが学べ
ることを願っております。７年間ではありましたがお
世話になりました。ありがとうございました。

宮崎氏退任のごあいさつ
　先の町議会定例会において議会の同意をいただき、
この度教育委員として教育行政に携わらせていただく
こととなりました。教育に関して専門的な知見がある
わけではないですが、保護者という立場で木曽岬町の
子どもたちの教育に微力ながらも何かのお役に立てれ
ば幸いです。皆さまのご支援、ご指導を賜りますよう
お願いいたします。

四谷氏就任のごあいさつ
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～運動会・モノ作り体験～
キッズレクリエーション

　8月26日（土）、町体育協会・木曽岬キッズレクリエーションクラブが主催した『第4回キッズレ
クリエーション』が町体育館及びふれあいホールで開催されました。
　当事業は少子高齢化が進み、本町でも出生数が減少している中で子ども達の協調性や自主性を育む
と共に、世代間や性別を超えた信頼関係を築き人格の成長やチームワーク力を向上させることを目的
にした取組みとなります。
　当日は木曽岬町や桑名市、弥富市などから84名の子ども達が参加し、運動会やモノ作り体験・バ
ルーンアートショー・ビンゴ大会などを行いました。モノ作り体験では「黒板アート」を作りましたが、
カウンセラーや高学年のお兄さんお姉さんに手伝ってもらいながら、個性あふれる世界に一つだけの
黒板を楽しそうに作っている姿が見られました。
　様々な体験を通じて、世代間や性別を超えて親睦を深めるなど非常に楽しい思い出を作ることが出
来ました。

が開催されました！

第４回

～運動会・モノ作り体験～
キッズレクリエーション

～運動会・モノ作り体験～
キッズレクリエーション
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　今年度、「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーンをスタートして６ヶ月が経ちました。中学校では、
子どもたち一人ひとりの学びを充実させるために少人数指導を進め、日々授業研究に取り組んでいます。また、様々
な体験活動を通して、子どもたちに自信や郷土への愛着を育む活動に取り組んでいます。今回は、これらの取り
組みを紹介します。

　最後になりますが、今後は学校での授業に加えて、家庭学習の充実を図っていくために家庭と学校が連携して、
５月に作成した「わが家の応援プログラム」をもとに、夢や目標の実現に向けて生徒たちを応援していきたいと
思います。11月23日（祝・木）には、木曽岬っ子応援キャンペーンの一環で14:00より町民ホールで石田勝紀
さんの講演会が開催されます。保護者の皆さまをはじめ地域の皆さまにはぜひご参加いただきますよう、よろし
くお願いします。

　本校では、県教育委員会の「わかる授業推進事業」の研究指定を受け、
数学科において少人数指導（習熟度別指導）を行っています。北勢教育
支援事務所（県教育委員会）や町教育委員会の指導主事の先生方や、県
内他校の先生方に授業を参観していただき、日々授業改善に取り組んで
います。授業参観いただいた先生方からは、「生徒間で学び合い、教え合
い、対話しながらの授業が積極的に行われている」、「お互いの意見をすり合わせて協働学習することが
自然にできている」、「集中して学習に取り組めている」と好評いただきました。また、生徒からは習熟
度別学習について「自分の理解度にあわせてクラスを選べることができ、人数も少ないので質問しやす
い」、「生徒同士で解き方を考え、教え合うことができる」、「先生と生徒の距離が近くて積極的に質問で
きる」などの感想や意見がたくさん寄せられています。今後もＩＣＴ機器を有効活用しながら、生徒が
主体的に学習できるよう授業を大切にしていきたいです。

少人数指導と授業研究の取組について

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン　シーズン２　連載シリーズ⑥　【木曽岬中学校】

勉強や体験活動をがんばっています！

　本校ではSDGsの取組として、5月にエコキャップの回収を始めまし
た。この時は、まだ始めたばかりで十分な量が回収できず、７月にもう
一度、校内で取組を行いました。その際、地域の方からも、「中学校でエ
コキャップを回収していると聞いたので協力したい」とのお声かけをい
ただき、中には学校に届けてくださる方もみえました。そこで、この活
動をもっと広く知ってもらおうと、生徒会執行部で回収呼びかけのメッ
セージ動画を作成し、役場の入り口のデジタルサイネージで放映しても
らいました。その結果、やろまい夏まつりの会場には、たくさんのエコ
キャップが届けられました。
　夏まつり当日は、パネルを設置してエコキャップ回収の流れを紹介し
たので、町民の皆さんから「回収したあとはどうするのですか」、「今日
は持ってきていないけれど、家にたくさんあるので、どう協力したらよ
ろしいですか」と声をかけていただく場面もあり、本校のSDGs活動を知っていただくよい機会になり
ました。
　夏まつりに参加した生徒たちに「木曽岬中学校のよいところは何ですか」と問いかけたところ、「エコ
キャップ回収運動や残飯ゼロ選手権などSDGsの取組を熱心に行っています」、「他の学校では行ってい
ない活動がたくさんあります」、「イベントに積極的に取り組む姿勢が強いです」などの回答を多く聞く
ことができました。このように地域の方々と共に活動することは、生徒一人一人の自信につながると共に、
郷土への愛着や誇りを育むことにつながる木曽岬町ならではの素晴らしい活動ではないかと思います。

SDGsプロジェクト　～エコキャップ回収の取組～
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今月の
図書館
コーナー

　10月は「撫子」がテーマです。撫子は秋の七草に入っており、9月号の図書館だよりでも触れましたが、
古来から親しまれてきた品種です。萬葉集に撫子を詠った首は26首もあります。撫子の名の由来は「あま
りに愛らしく、我が子を撫でるようにいつくしむ」という意味から付けられたようです。また奥ゆかしく慎み
深い女性を指す「大和撫子」という言葉もこの花が由来です。やさしい草姿に可憐な花を咲かせ、香りも魅
力です。種類にもよりますが、一般的に耐寒性に強く、寒暖差にも耐えるものが多いため、丈夫な花ともい
えます。そんな撫子の姿をイメージさせたのではと思う小説があります。伊吹有喜さんの「なでし子物語」は
不運な境遇に育つ２人が学校でいじめられ、母がいない寂しさを共有するストーリーであり作中の言葉が印
象的です。「どうして、って思いそうになったら、どうしたらって言い換えるの。それが今を変える魔法の言
葉」…撫子のように強く美しく生きる姿が鮮やかに描かれています。続編「地の星 なでし子物語」「天の花 
なでし子物語」もおすすめです。秋の夜長、長編の小説や続編のある小説も読んでみてはいかがでしょうか。
読書、芸術、食欲の秋にふさわしい本を多く紹介しています。どうぞ図書館へお越しください。

（『なでし子物語』　伊吹有／著　Ｆイブ　『花の辞典』　新井光史／著　627アラ　誕生日の花図鑑　中井惠子／著　627ナカ）

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または役場東口入口右の
　返却ポストに返却をお願いします。

●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

10月 図書館カレンダー ●休館日　▲よみきかせ会
日 月 火 水

7

8 9 10 11 12

1 2 3 4 5

15 16

22

29

17

13

6

18

23

19

24

20

14

21

25

30 31

27 28

木 金 土

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
22日㈰　午後1時～午後4時

8日㈰　午前9時～正午　　22日㈰　午前9時～午後4時

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時※町民体育祭が雨天順延となった場合、22日㈰の一般開放はありません。

メインコーナー
・仏像・仏閣・神社
サブコーナー
・芸術
児童コーナー
・たべる

テ マコーナーー 花の本コーナー「撫子」
●あとは野となれ大和撫子 宮内　悠介　Ｆミヤ
●なでし子物語 伊吹　有喜　Ｆイブ
●大和撫子のための手ぬぐい学校

手ぬぐい研究会　593.8ヤマ
●歴史に輝くなでしこ大図鑑

ウエッジホールディングス　児童280レキ
●なでしこ御用帖 宇江佐真理　Ｆウエ
●なでしこ力 : さあ、一緒に世界一になろう!
 佐々木則夫　783.4ササ

•10月のよみきかせ会は７日（土　午前11時～午前11時30分）を予定しています。
　みんな来てね！

26
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日 時 10月15日㊐
【予備日10月22日㈰】

※入場行進に参加していただける方は午前8時集合
※閉会式にも参加賞を用意しておりますので、
　ぜひご参加ください。

開会式：午前8時30分
閉会式：午後2時30分頃（予定）

場 所 木曽岬小学校校庭

～2023年体育祭、子どもから大人まで全員集合！～

第60回

　４年ぶりの開催となる『町民体育祭』ま
で約２週間と迫りました。白熱する地区対
抗種目では、少しでも多くの地区に参加し
ていただけるようジュニアリレーと大縄跳
びにおいてチーム編成の人数を減らすほ
か、誰でも参加できる一般種目も充実させ
ています。
　体を動かすことを通じ、参加者全員が笑
顔になれる体育祭となるようご近所、ご家
族の皆さんで参加していただき、みんなで
楽しみましょう。

木曽岬町体育協会
加藤会長
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リサイクルの森リサイクルの森
情ベイ 報ント

●問合せ先
㈱くわなＥサービス
☎0594-87-5133
HP：https://www.kwes-ebara.com

モノ・コトショップ開催

「中学生のメッセージ2023」

山本なごみさん　優秀賞受賞！！山本なごみさん　優秀賞受賞！！山本なごみさん　優秀賞受賞！！
　８月26日（土）三重こどもわかもの育成財団等が主催する「中学生のメッセージ2023」が北勢市
民会館さくらホールにて開催されました。
　これは、中学生が生き方や社会の関わりについて考えるきっかけ作りにすることを目的に毎年開催
されており、今回は県内59校8,191人の
作品が寄せられました。当日は優良作品と
して選ばれた14人の中学生が発表を行い、
本町からは木曽岬中学校３年の山本なごみ
さんが小学4年生の夏休みに読んだヘアド
ネーションの本に感銘を受け、病気などで
ウィッグを必要としている人に髪を提供す
る取組みを始めたことを堂々と発表し、見
事優秀賞を受賞されました。
　また、優秀賞の他、木曽岬中学校３年の
坪田栄舞さんが、地域優秀賞を受賞されま
した。

10／ 4（水）、9（月・祝）、18（水）、25（水）
　家庭で不用になったけれど、まだまだきれいで活躍しそうなモノをお持ちいただき、必要な人に譲る
不用品交換のお店を開催します。

●場　　所／桑名広域清掃事業組合　
　　　　　　リサイクルの森　管理棟2階（桑名市多度町力尾字沢地4028）
●時　　間／午前10時～午後3時
●対　　象／桑名市、木曽岬町、東員町の在住者
●取扱商品／家具類、衣類、食器類、おもちゃ、絵本
　　　　　　※持ち込み・持ち帰りともおひとり様５点まで（家具は１点）
●問合わせ／リサイクルの森（午前9時～午後4時）
　　　　　　☎0594－87－5133　 FAX0594－87-5152
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町内8月の交通事故
●件数／16件（109件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（6人）

（　　）…令和5年累計

ミーポ君
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

「民事介入暴力巡回無料法律相談」の開催について

特殊詐欺を撃退！！

　暴力追放三重県民センターが主催する「民事介入暴力巡回無料法律相談」が開催されます。
　相談当日は、暴力相談の専門的な知識を有する暴力追放三重県民センターの暴力追放相談委員や三重弁護
士会民事介入暴力対策委員会の弁護士、警察官が面接し、暴力団等との民事トラブルや暴力団等からの不法
行為などによる被害についての相談を受け付け、指導、助言等を行います。

サギ電話は、自宅の固定電話にかかってくる！  犯人と会話しなければダマされません！
〈〈迷惑電話防止機能付き電話・迷惑電話防止機能付きファックスで迷惑電話を撃退〉〉

●日　　時／ 10月27日（金）　午後1時から午後4時までの間
●場　　所／四日市市諏訪町2-2　四日市市総合会館7階　第1研修室
●相談事例／⑴ 刑事問題
　　　　　　　•暴力団等から脅されている
　　　　　　　•暴力団等から乱暴された　等
　　　　　　⑵ 民事問題
　　　　　　　•暴力団等から用心棒代、挨拶料等を要求されている
　　　　　　　•暴力団等から協力金等の名目で不当に金銭等を要求されている
　　　　　　　•暴力団等が交通事故の示談、倒産整理、債券の取立に介入している
　　　　　　　•暴力団への加入を要求されている、暴力団からの脱退を妨害されている 等
　　　　　　　※相談は無料で、秘密は厳守いたします。
●問合せ先／•暴力追放三重県民センター　　　☎0120－31－8930
　　　　　　•三重県警察本部組織犯罪対策課　☎059－222－0110
　　　　　　•桑名警察署　　　　　　　　　　☎0594－24－0110

着信前
相手に警告

着信中
出る人に注意喚起

通話中
内容を録音

かけてきた相手に
自動で通話を録音すると

伝える

電話に出る前に
注意喚起のアナウンス

犯人は「犯罪の証拠」となる声の録音を嫌います！

電話に出ると
通話内容を自動で録音
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●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●10月の子育てサロンのお休み
　13日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン

　ACPシートは木曽岬町地域包括支援センターにて配布します。集会等で集まったときにACPの
説明をご希望される方は、お問い合わせください。（☎68－8183）

　誰もが、いつ、もしもの時を迎えるかわかりません。自分自身の思い・希望が伝わらずに最期を
迎えることになるかもしれません。また、ご家族などが、突然にその時を迎え、判断しなければな
らないとき、代わりに判断するときの悩みや負担を軽くすることができます。いつから始めるの？
→今から始めましょう！
　アドバンス ・ケア ・プランニング（ACP）には、法的な意味合いや拘束力はありません。健康
状態や生活環境の変化等によって、いつでも何度でも書き直すことができます。

よろしければ、書いてみてください。
ご家族などと話し合いながら書かれるのも

いいですね！

よろしければ、書いてみてください。
ご家族などと話し合いながら書かれるのも

いいですね！
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アドバンス・ケア･プランニング（ＡＣＰ）

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

今月は、「もしも」の時にどうしたいか考えてみるきっかけづくりとして、
『ACP』をご紹介します。
もしもの時に備えて自分らしく生きるために

もしもの時に備えた話

＝

よりよく生きるために前向きな話し合い

アドバンス・ケア・プランニング（ACP）とは？

アドバンス・ケア･プランニング（ＡＣＰ）アドバンス・ケア･プランニング（ＡＣＰ）

　もしもの時に備えて、受けたい医療やケアについて、
健康な時から希望や想い価値観を家族や大切な人、かか
りつけ医をはじめとした医療者や介護やケアに携わる人
とともに話し合っておくことです。

内容は、

・あなたにとって大切なことは？

・あなたが受ける治療やケアの希望は？

・あなたの代わりの判断は誰にしてほしい？

・もしも、病気や障害などで自分で歩けなくなり、介助が必要な状況
　になったときは、どこで、どのように過ごしたいですか？

・もしも、病状が進み、最期の時が近くなった時に、過ごしたい場所
　はどこですか？
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福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を

改
善
す
る
た
め
、
働
い
て
い
な
い
方

を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及

び
生
活
援
助
従
事
者
研
修
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
を
し
て
お
り
、

　
働
い
て
い
な
い
概
ね
７０
歳
未
満
の

　
方
。

　
研
修
終
了
後
、
福
祉
・
介
護
職
場

　
に
就
職
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

●
募
集
定
員

　
各
３９
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受  

講  

料

　
無　
　
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修　
５
，
５

　
０
０
円
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修

　
２
，
７
５
０
円
）

●
受
講
内
容

　
通　
　
学

　
　
（
講
義
・
実
技
・
修
了
試
験
）

　
通
信
学
習

　
　
（
課
題
を
指
定
す
る
期
日
ま
で

　
　
に
提
出
）

　
職
場
体
験
２
日

　
　
（
県
内
高
齢
者
施
設
）

●
通
学
及
び
説
明
会
会
場

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１
３
１
）

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修〈
第
２
回
〉

　
生
活
援
助
と
身
体
介
護
の
両
方
の

　
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
資
格

●
説  

明  

会

　
１０
月
２０
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時

※

説
明
会
参
加
必
須
（
電
話
ま
た
は

　
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
要
事
前
申

　
込
）

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
月
）〜
１０
月
３１
日（
火
）

　
（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
１１
月
２１
日（
火
）〜

　
令
和
６
年
３
月
１５
日（
金
）

　
（
う
ち
通
学
１７
日
）

　
　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
員
養
成
研
修
担
当

　
　
　
〒
５１４
│
８５５２　
津
市
桜
橋２

│
１
３
１

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
　
　
（
平
日　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

　
社
会
が
あ
な
た
の
介
護
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

　
最
新
の
介
護
と
知
識
と
体
に
負
担

を
か
け
な
い
技
術
を
ご
自
宅
で
学
び

な
お
し
ま
せ
ん
か
？

　
介
護
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ

ど
、「
経
験
が
な
い
」「
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
る
」
な
ど
介
護
職
に
就
く
こ
と
に

不
安
が
あ
る
方
や
、
介
護
職
に
就
業

し
て
１
年
未
満
の
方
に
対
し
て
、」

福
祉
・
介
護
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
介
護
の
知
識
や
技

術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

⑴
ｗ
ｅ
ｂ
研
修

●
対  

象  

者

　
福
祉
・
介
護
に
関
す
る
資
格
を
有

　
し
な
が
ら
現
在
介
護
の
仕
事
に
就

　
い
て
い
な
い
方
、
又
は
介
護
職
と

　
し
て
就
職
・
復
帰
後
、
概
ね
１
年

　
未
満
の
方

●
受
講
期
間

　
８
月
１
日（
火
）〜
令
和
６
年
２
月

　
１６
日（
金
）の
う
ち
の
連
続
す
る
３

　
週
間

　

※

申
込
受
付
後
、
本
会
よ
り
受
講

　
　
日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。
日
程

　
　
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
可
。

●
研
修
内
容

　
７
科
目
（
１０
時
間
）

　
介
護
保
険
制
度
の
動
向
／
尊
厳
の

　
保
持
・
自
立
支
援
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
技
術
／
介
護
の
基
本
／

　
認
知
症
、
老
化
の
理
解　
等

●
受
講
方
法

　
本
会
よ
り
配
布
す
る
資
料
と
講
義

　
動
画
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
を
お

　
好
き
な
時
間
に
視
聴
し
、
期
日
ま

　
で
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る

⑵
実
技
研
修

●
対  

象  

者

　
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
受
講
者
の
う
ち
、
受

　
講
を
希
望
す
る
者

●
日　
　
程

　
令
和
６
年
２
月
２０
日（
火
）、

　
　
　
　
　
　
　
２１
日（
水
）

●
研
修
内
容

　
介
護
実
技
演
習

●
会　
　
場

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
丁
目
１
３
１
）

●
定　
　
員

　
１
５
０
名　

※

先
着
順

●
受  

講  

料

　
無　
　
料

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
は
受
講

　
者
負
担

●
申
込
期
間

　
５
月
８
日（
月
）〜

　
令
和
６
年
１
月
１９
日（
金
）

●
そ  

の  

他

•
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
の
受
講
に
は
、
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ

　
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
が
必
要

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
は
受

　
講
者
負
担

•
希
望
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行
い

　
ま
す
。

　
　
（
平
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
　
時
）

　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
〒
５１４
│
８５５２　
津
市
桜
橋

２
丁
目
１
３
１

　
　

E-m
ail

：senzai@
m
iew
el.or.jp

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失

業
率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で

す
。
仕
事
や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い

て
、
１
人
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若

者
に
対
し
、
相
談
場
所
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま

で
を
全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」
へ

の
相
談
を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

介
護
員
養
成
研
修
資
格
取
得

支
援
事
業

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

令
和
５
年
度
「
介
護
有
資
格

者　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

（
ｗ
ｅ
ｂ
研
修
）」

申・問

問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報
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12月21日
1月18日
2月15日

12月

3月21日

10月19日
11月16日

令和6年1月
令和6年2月
令和6年3月

10月
11月

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
下

さ
い
（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３
５

９
│
７
２
８
０
）

●
日
　
　
時

　
１０
月
１９
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場
　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ

　
ー　
和
室
内

●
対
　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目

　
指
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

●
そ  

の  

他

　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を
売

っ
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
と
き
は
契

約
書
を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ

か
く
作
成
し
て
も
、
後
に
な
っ
て
、

契
約
し
た
覚
え
が
な
い
と
か
、
内
容

が
お
か
し
い
な
ど
と
い
う
こ
と
で
、

紛
争
が
生
じ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
遺
言
書
に
つ
い
て
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、「
公

正
証
書
」
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

公
正
証
書
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
紛
失
し
た
り
、
知
ら
な
い
う

ち
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

無
料
で
す
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
他

人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
公
証
役
場

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
四
日
市
公
証
人
合
同
役
場  

　
　
〒
５１０
│
００７４　
四
日
市
市
鵜
の
森

一
丁
目
３
番
１５
号

　
　
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
３
階

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
３
３
９
４

　
臓
器
移
植
は
、
臓
器
の
機
能
が
著

し
く
低
下
し
、
移
植
に
よ
っ
て
の
み
、

そ
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し

て
行
う
医
療
で
、
臓
器
の
提
供
者
は

も
と
よ
り
、
広
く
社
会
に
理
解
と
支

援
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
医
療
で
す
。

　
臓
器
移
植
が
拡
が
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

臓
器
提
供
に
つ
い
て
考
え
、
家
族
と

話
し
合
い
、
自
分
の
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
意

思
表
示
欄
で
意
思
表
示
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
自
分
の
意
思
を
記
入
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
公
財
）
三
重
県
角
膜
・
腎
臓

　
　
バ
ン
ク
協
会

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
３
３
３

　
　
（
平
日　
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分
）

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、
２
年
に
１
度
の
検
査
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
三
重
県
計
量
検
定

所
で
は
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す
。 

●
日
　
　
時

　
１０
月
１０
日（
火
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時

●
検
査
場
所

　
木
曽
岬
町
役
場
南
側
車
庫 

●
手  

数  

料

　
計
量
器
の
種
類
や
能
力
に
よ
っ
て

　
異
な
り
ま
す
。

　
支
払
は
現
金
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
免
除
に
な
る
場
合

　
こ
の
定
期
検
査
ま
で
に
、
計
量
士

　
に
よ
る「
代
検
査
」を
受
け
た
場
合
。

※

検
査
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、

　
三
重
県
計
量
検
定
所
（
津
市
）
へ

　
計
量
器
を
持
参
し
、
検
査
を
受
け

　
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
 

 
 

●
対
象
と
な
る
計
量
器
●

　
①
商
店
・
露
店
な
ど
の
商
品
売
買

　
　
用

　
②
病
院
・
薬
局
な
ど
の
調
剤
用

　
③
病
院
・
学
校
・
福
祉
施
設
な
ど

　
　
の
体
重
測
定
用

　
④
生
産
者
の
生
産
物
販
売
・
出
荷

　
　
用

　
⑤
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
材
料
購

　
　
入
・
製
品
販
売
用

　
⑥
農
協
・
漁
協
な
ど
の
物
資
集
荷
・

　
　
出
荷
用 

　
⑦
運
送
・
宅
配
業
な
ど
の
貨
物
運

　
　
賃
算
出
用

　
　
三
重
県
計
量
検
定
所

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
３
│
５
０
７
１

　
　
木
曽
岬
町
役
場
産
業
課

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
５

　
１１
月
５
日（
日
）に
名
古
屋
・
熱
田

神
宮
か
ら
三
重
・
伊
勢
神
宮
ま
で
の

１
０
６
．８
㎞
で
「
第
５５
回
全
日
本

大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
国
道
２３
号
線

な
ど
で
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://daigaku-ekiden.com
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
全
日
本
大
学
駅
伝
大
会
事
務
局

　
　
☎
０
５
２
│
２
２
２
│
５
９
２
６

は
か
り
の
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う

全
日
本
大
学
駅
伝
開
催
に
伴

う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

『
１０
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

は
「
公
証
週
間
」
で
す
』

１０
月
は
「
臓
器
移
植
普
及
推

進
月
間
」
で
す

─
大
切
な
契
約
や
遺
言
は

公
証
役
場
で
─

問

問

問

問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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三
重
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
５
年

１０
月
１
日
か
ら
、
４０
円
引
上
げ
ら
れ

て
「
時
間
額
９
７
３
円
」
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・
雇
用

形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）

を
問
わ
ず
、
三
重
県
内
で
働
く
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す
る

事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
と
し

て
業
務
改
善
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
、

働
き
方
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー
無
料
相

談
窓
口
（
０
１
２
０
│
１
１
１
│
４
１

７
）
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
県
労
働
局
賃
金
室

　
　
（
☎
津　
０
５
９
│
２
２
６
│
２

　
　
１
０
８
）

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
る
た

め
、
平
日
の
電
話
相
談
受
付
時
間
を

延
長
す
る
と
と
も
に
、
土
曜
日
・
日

曜
日
に
も
相
談
を
受
け
付
け
る
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
１１
月
１５
日（
水
）〜
１１
月
２１
日（
火
）

　
ま
で

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　
た
だ
し
、
１１
月
１８
日（
土
）・
１９
日

　
（
日
）は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
ま

　
で

●
相
談
方
法

　
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
女

　
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
☎
０
５
７
０
│
０
７
０
│
８
１
０

　
　
津
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
４
１
９
３

　
保
育
士
又
は
放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
を
お
持
ち
で
、
現
在
、
保
育

現
場
で
働
い
て
い
な
い
、
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、
５
つ

の
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
各
講
座
、
２
時
間
程
度
の
動
画
配

信
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
で
す
。
１
講

座
で
も
、
全
講
座
で
も
、
受
講
し
た

い
講
座
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま

す
。
配
信
期
間
内
な
ら
、
何
度
で
も

視
聴
出
来
ま
す
。

●
配
信
期
間

　
１０
月
２
日（
月
）〜

　
令
和
６
年
２
月
２９
日（
木
）

●
申
込
期
日

　
令
和
６
年
２
月
１５
日（
木
）午
後
４

　
時
ま
で

●
対  

象  

者

　
保
育
士
ま
た
は
放
課
後
児
童
支
援

　
員
の
資
格
を
持
ち
、
現
在
、
保
育

　
現
場
で
働
い
て
お
ら
ず
復
職
を
お

　
考
え
の
方
（
潜
在
保
育
士
等
）

●
受  

講  

料

　
無　
　
料

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
は
、

　
　
受
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
講
　
　
座

　
①「
こ
れ
か
ら
の
保
育
に
求
め
ら

　
　
れ
る
も
の
」

　
②「
子
ど
も
の
思
い
に
よ
り
そ
う

　
　
保
育
」

　
③「
子
ど
も
の
発
達
と
保
育

　
　
〜
子
ど
も
の
発
達
に
寄
り
添
う

　
　
支
援
〜
」

　
④「
子
ど
も
の
あ
そ
び
、
学
び
を

　
　
は
ぐ
く
む
保
育
」

　
⑤「
保
育
の
質
を
高
め
る
記
録
の

　
　
取
り
方
」

●
申
込
方
法

　
申
込
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
【http://form

s.gle

　

/M
5LA8KXqaW

ArTkVx6

】

　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
／

　
　
三
重
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

　
　
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

　
　
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休

　
　
み
）

　
差
別
の
な
い
、
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
く
社
会
を
築
く
こ
と

の
大
切
さ
を
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
く
つ
ど
い
で
す
。
豪
華

賞
品
が
当
た
る
人
権
ク
イ
ズ
な
ど
楽

し
い
企
画
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日
　
　
時

　
１１
月
４
日（
土
）　

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

　
光
精
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

　
（
旧
大
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

　
ザ
）

　
三
重
県
桑
名
市
大
山
田１

丁
目
７
│
４

●
内
　
　
容

　
○
開
会
行
事

　
○
映
画
上
映

　
　
「
僕
が
君
の
耳
に
な
る
」

　
○
人
権
ク
イ
ズ

　
○
人
権
パ
ネ
ル
展
示

　
○
閉
会
行
事　
な
ど

●
料
　
　
金　

　
入
場
無
料

　
　
ラ
イ
ツ
２
０
２
３
共
に
生
き
る

　
　
明
日
を
つ
く
る
つ
ど
い
実
行
委

　
　
員
会

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
３
│
６
０
５
０

三
重
県
最
低
賃
金
が
時
間
額

９
７
３
円
に
改
定

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

「
潜
在
保
育
士
等
就
労
・
職

場
復
帰
支
援
研
修
」（
Ｗ
ｅ

ｂ
）
開
催
の
お
知
ら
せ

（
主
催
：
ラ
イ
ツ
２
０
２
３
共
に
生
き
る

明
日
を
つ
く
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会
）

ラ
イ
ツ
２
０
２
３

共
に
生
き
る
明
日
を
つ
く
る

つ
ど
い

問

問

問

問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報



23 広報きそさき　2023.10.1

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

月カレンダー10

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ
　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※新型コロナウイルス感染症予防のため、健康カレンダーと変更されている行事があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も状況によっては変更となる場合もあります。

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・31日

不燃ごみ 毎月第１・第３水曜日
4日・18日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

毎月第４日曜日
22日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

4 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

16㊊•音楽療法 福祉・教育センター 午前10時30分～午前11時30分

20㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

27㊎•発達相談 保健センター 午前9時30分～午後3時 要予約☎68-6119

7 ㊏•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

17㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

5 ㊍
•1歳半健診・3歳半健診
•大人カウンセリング

保健センター
保健センター 要予約

☎68-6119

午後1時15分～午後2時30分
午前10時～午前11時
午前11時～正午

19㊍
•カウンセリング 保健センター 要予約☎68-6119午後1時～午後2時

午後2時15分～午後3時15分
午後3時30分～午後4時30分

10㊋•のびのび指導室•母乳相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時30分～午前10時30分
午前10時～午前11時

12㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～午前10時30分
午後3時30分～午後4時30分

18㊌•転倒予防教室•ブックスタート
福祉・教育センター集会室
図書館

午後1時30分～午後3時
午後2時30分～午後3時30分

25㊌•いす・たいそう教室•心配ごと相談・行政相談・人権相談
保健センター
福祉・教育センター

午後1時30分～午後3時
午前9時～午前11時30分

24㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時
22日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

8 日•日曜ガン検診（胃・肺・大腸・乳・子宮） 保健センター 午前8時30分～午前10時30分

10月の納付
●住民税（10/31納期限） ……………… 第３期分
●国民健康保険料（10/31納期限） ……… 第４期分
●後期高齢者医療保険料（10/31納期限）  第４期分
●水道料金・下水道使用料（10/31納期限）   Ａ地区
●こども園保育料（10/31納期限） ………… 10月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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た
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Ｗ
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Ｎ
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